
昭
和
3
4
年
度

調

査
研

究

概
況

Ｉ
　

総
　

合
　

研
　

究

１
　

平

城
宮
跡
発
掘
調
査
　
（
建
造
物
・
歴
史
）

最
近
の
産
業
開
発
や
、
市
街
地
の
発
展
に
ょ

っ
て
平
城

宮

跡

の
一
部

が
破
壊

さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。
特

に
現
在
の
一
条

通

ぞ
い
の
地
区

で
は
宅
地
化

の
進
展
が
著
し
く
、
こ
の
部

分

の
埋
蔵
遺
跡
の
調
査
は
緊

急
を
要

す
る
の
で
、

そ
の
中

の
内

裏
推
定
地
区

よ
り
調
査
を
始
め
た
。
こ
の
調
査
は
第
１
次
五

ヵ

年
計
画
と
し
て
今
後
続
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
　

飛
鳥
板
蓋
宮
伝
承
地
発
掘
調
査
　
（
建
造
物
・
歴
史
）

大
和
平
野
農
業
用
水
路
予
定
線
上
に
板
盖
宮
推
定
地
の
石

敷
遺
跡

が
あ
た
る
の
で
、
こ
れ

を
発
堀
調
査
し
た
。
な
お
用

水
路
の
開
鑿
に
伴
う
調
査
は
、
昭
和
３１
年
以
来
当
研
究
所

が

担
当
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
本
調
査
は
今
後
奈
良
県
に
引

継

い
で
頂
く
こ

と
と
な
っ
た
。

３
　

南
都
諸
大
寺
伽
藍
地
地
形
実
測
調
査
　
（
建
造
物
）

平
城
宮
跡

と
同
様
に
市
街
地
の
発
展
や
観
光
事
業
施
設
の

増
加

に
よ
っ
て
諸
大
寺
の
旧
境
内
地

が
変
貌
し
つ
っ
あ
る
。

発
掘
調
査
等

に
よ

る
旧
伽
藍
の
解
明

が
最
も
望
ま
し

い
こ

と

で

あ
る
が
、
そ

の
予
備
調

査
と
し
て
現
地
形

の
実
測

を
行

い
、

ま
た
適

切
な
環
境

整
備

や
観
光
施
設
計
画

に
も

役
立
て

る
こ

と
を
目

的
と
し
、
本
年
度

は
東
大

寺
、

興
福
寺

等
に
つ

い
て

境
内
地

の
測
量
を
行
っ

た
。

４
　

俊
乗
房

重
源
の
研

究
　
（
美
術
工
芸
・
歴
史
）

５
　

興
正
菩
薩
叡
尊
の
研

究
　
（
美
術
工
芸
）

６
　

仁
和
寺
所
蔵
古
文
書
・
聖
教
の
調
査
（
歴
史
・
建
築
）

昭
和
3
4年
度
調
査
研

究
概
況

こ
れ
等

は
い
ず

れ
も
前
年
度
よ
り
引
続
い
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
４
・
５
は
本
文
中
に
そ
の
概
要

を
記
し
、
６

は
成

果
の
一
部
を
「
『
常
瑜
伽
院
指
図
』
に
つ
い
て
」

と
し
て
本
文

中
に
記
し
た
。

７
　

中
世
庶
民
信
仰
資
料
の
調
査
研

究
（
美
術
工
芸
・
歴
史
）

（
文
部
省
科
学
研
究
費
交
附
金
に
よ
る
）

元
興
寺
極
楽
坊

か
ら
発
見

さ
れ
た
資
料
の
整
理
と
研

究
を

主
眼

と
し
、

さ
ら

に
一
層
広
く
中
世

に
お
け
る
庶
民
信
仰
の

実
体

を
明
ら

か
に
す

る
目

的
を
も
っ
て
、
当
研
究
所

が
主
体

と
な
り
、
奈
良
・
京
都
国
立
博
物
館
、
そ
の
他
諸
大
学
の
協

力

を
得
て
調
査
研
究

を
行
っ

た
も
の
で
、
そ
の
一
部
の
『
印

仏
』

に
関
す

る
調
査
経
過

を
本
文
中

に
報
告
し
た
。

１
　

各
　

惆
　

研
　

究

１
　

美
術
工
芸
研
究
室
・
彫
刻

い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
続
行
し
て

い
る
も
の
で
あ
る

が
、

藤
原
彫
刻

の
研
究

・
鎌
倉
時
代
に

お
け
る
院
派
仏
師
の
研

究

・
能
楽
発
達
期

に
お
け

る
能
狂
言
面
の
研

究
等
を
行
い
（

本

文
中

に
報
告
）
、
ま
た
新

し
く
聖
徳
太
子
像

の
研
究

に
着
手
し

た
。
な
お
奈
良
国

立
博
物
館

と
協
同

し
て
長
谷
寺

の
寺
宝
調

査
を
、
又

依
頼
に
よ
っ
て
淡

路
島

の
文
化

財
調
査

を
行
っ

た
。

２
　

美
術
工

芸
研

究
室
・
工
芸

工
芸
室
は
美
術
工

芸
研

究
室
の
総
合
調
査
に
際
し
て
は
彫

刻
、
絵
画
室
と
と
も
に
っ
ね
に
そ
の
調
査
に
あ
た
っ

た
。
工

芸
室
の
調
査
範
囲
は
非
常
な
広
範
囲
に
わ
た
る
が
、
出
来

る

限

り
全
面
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
平
行

的
に
工

芸
室
の
研

究
テ
ー
マ
を
四

っ
も
っ

。
日

は
舎
利
塔

の
様
式

的

研
究
を
行
っ
て

い
る

が
そ
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ

は
、
東
大

寺
様
式
、
唐

招
提
寺
様
式
、
西
大
寺
様
式

を
は
じ
め
全
国

の

社
寺
に
残
存
す
る
多
く
の
舎
利
塔
の
様
式

と
そ

れ
が
も
っ
美

術
工

芸
的
価
値

の
連
関
性
の
分
類
に
あ
る
。
口

は
、
厨
子

の

研
究
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
厨
子

の
年
代

差
に
よ

る
型
態

の
変

化
と
工

芸
技
術
の
特
異
性
の
解
明
に
努
力

し
て

い
る
。
目

は
、

能
衣
裳

と
小

袖
の
研

究
で
能
衣
裳
と
小

袖
を
美

術
史
的
、

染

織
史
的

に
研

究
し
、
さ
ら
に
芸
能
史
、
服
装
史
の
観
点
か
ら
も

研
究
す

る
。
固
は
、
美
術
工
芸

作
品

に
見
ら
れ
る
文
様
の
日

本
的
展
開
。
美
術
工
芸
作
品
に
表
出

さ
れ
て

い
る
文
様
は
外

来
系
の
も
の

と
日
本
系
の
も
の
と
に
大
別

さ
れ

る
が
、
そ
れ

ら
の
文
様

か
ら
日
本
的
文
様
の
撰
出

と
そ
の
実
証
、
そ
れ
ら

の
史
的
発
展
過
程
の
究
明
に
あ
た
る
。
手
向
山
神
社
宝
物
の

調
査
は
四

の
テ

ー
マ
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
が
、
幾
つ
か

の
興
味

あ
る
問
題

を
得

た
。
図
版
紹
介
は
そ
の
一
部
で

あ
る
。

３
　

歴
史
研
究
室
・
古
文
書

前
年
度
よ
り
引
続

い
て
興
福
寺
所
蔵

の
古
文
書
典
籍
等
の

調
査

を
行

い
、
そ
の
中
言

遍
本
明
水
抄

に
つ
い
て
本
文
中
に

紹
介
し

た
。

４
　

歴
史
研
究
室
・
考
古

出
土
品

の
整

理
、
分
類

に
よ
っ
て
古
瓦
及

び
土
師
器
・
須

恵
器

の
編
年

的
研
究

を
行
っ
た
。

５
　

建
造
物
研

究
室
・
建

築

建
造
物
の
解
体
修
理
工

事
に
伴
う
調

査
研
究

を
、
当
麻
寺

曼
荼
羅
堂
そ
の
他
に
つ
い
て
行
っ

た
。
な
お
名
神
高
速
度
道

路
工

事
に
附

随
し
た
瀬
田
廃
寺
発
掘
調

査
を
滋
賀
県

よ
り
の

依
頼
に
よ
っ
て
考
古
室
と
協
同
で
行
っ

た
。

６
　

建
造
物
研

究
室
・
遺

跡
庭
園

概
要
を
本
文
中
に
報
告
。

j.1




